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1. 2022年3月期第3四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 10,059 32.5 △316 ― △271 ― △377 ―

2021年3月期第3四半期 7,589 △10.5 △64 ― △32 ― △80 ―

（注）包括利益 2022年3月期第3四半期　　△196百万円 （―％） 2021年3月期第3四半期　　25百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 △16.87 ―

2021年3月期第3四半期 △3.59 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 15,170 7,261 47.9

2021年3月期 14,395 7,548 52.4

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 7,261百万円 2021年3月期 7,548百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 0.00 ― 4.00 4.00

2022年3月期 ― 0.00 ―

2022年3月期（予想） 0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 13,500 28.3 △300 ― △260 ― △390 ― △17.44

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 22,921,562 株 2021年3月期 22,921,562 株

② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 562,779 株 2021年3月期 562,625 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 22,358,855 株 2021年3月期3Q 22,355,604 株

(注）期末自己株式数及び期中平均株式数の算定上控除する自己株式数には、「株式給付信託（BBT）」に係る信託財産として「株式会社日本カストディ銀

行（信託Ｅ口）」が保有する当社株式が含まれています。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記載は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間におきましては、依然として新型コロナウイルスの感染拡大の影響は残るものの、

先進国を中心としたワクチンの普及により、世界経済は緩やかな回復傾向にあります。一方で、原材料価格の上

昇やコンテナ不足による輸送コスト高騰等をはじめとする様々な影響がより一層顕在化しており、極めて厳しい

情勢が続いています。

　この様な経済環境のなか、当連結会計年度は事業環境の変化も踏まえ、第10次中期経営計画のフォローアップ

の１年と位置付けて取り組んでおります。また、前年度第３四半期連結会計期間以降におきましては、産業機器

向け及びエアコン向けを中心に、受注が急速に回復しており、当年度においても続いています。しかしながら、

当年度第２四半期連結累計期間以降におきましては、新型コロナウイルス感染拡大により、当社の主要な生産拠

点であるスリランカ工場周辺において外出制限が発令された影響もあり、生産活動に支障がでています。この対

応として、他工場での代替生産に努めてまいりました。これにより、当第３四半期連結累計期間の売上高は、予

想を上回る結果となりました。一方、代替生産による労務費増等に加え、前出の原材料価格の上昇、輸送費の高

騰や航空輸送の増加による輸送コスト増、品質改善強化の推進に要した費用の一時的な増加等の様々な要因によ

り、期初における想定以上のコストが発生したため同期間の利益は前年同期を下回る結果となりました。なお、

原材料価格の上昇や輸送コスト増については、お客様のご理解をいただきながら、価格へ反映する等、足元発生

しているコスト増加要因については、解消に向けた取り組みを行っておりますが、その効果の発現は来年度以降

に見込んでおります。

　当第３四半期連結累計期間における販売面につきましては、当社主力分野である産業機器向け及びエアコン向

けで前年同期よりも上回り、増収となりました。

　生産・技術面につきましては、新商品開発や高品質・安定生産、受注増に機動的に対応するための生産体制の

構築に取り組んでおります。また、将来の事業の柱となる新製品の研究開発活動は計画どおり推進しておりま

す。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は100億59百万円（前年同期比133％）、営業損失は３億16百

万円（前年同期は64百万円の営業損失）、経常損失は２億71百万円（前年同期は32百万円の経常損失）となり、

親会社株主に帰属する四半期純損失は３億77百万円（前年同期は80百万円の親会社株主に帰属する四半期純損

失）となりました。

　セグメント別の業績は下記のとおりです。

コンデンサ製品

　産業機器向け及び海外におけるエアコン向けの増加により、コンデンサ製品の売上高は41億78百万円（前年同

期比125％）となりました。

ノイズ・サージ対策製品

　国内における産業機器向け及びエアコン向けの増加により、ノイズ・サージ対策製品の売上高は38億99百万円

（同134％）となりました。

表示・照明製品

　国内における産業機器向けの増加により、表示・照明製品の売上高は15億96百万円（同150％）となりまし

た。

センサ製品

　国内における産業機器向け及び時計指針補正用の増加により、センサ製品の売上高は３億85百万円（同

138％）となりました。

（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　前年５年14日に公表した2022年３月期連結業績予想を修正いたしました。詳細につきましては、本日公表の

「連結業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,782,518 3,339,474

受取手形及び売掛金 3,494,795 4,755,068

商品及び製品 403,906 698,540

仕掛品 365,407 422,297

原材料及び貯蔵品 563,340 981,996

その他 288,964 363,057

貸倒引当金 △1,732 △1,930

流動資産合計 9,897,201 10,558,504

固定資産

有形固定資産 2,539,525 2,506,423

無形固定資産 203,616 205,171

投資その他の資産

投資有価証券 1,551,816 1,694,597

繰延税金資産 104,170 100,335

その他 230,187 235,497

貸倒引当金 △130,913 △130,013

投資その他の資産合計 1,755,261 1,900,417

固定資産合計 4,498,403 4,612,012

資産合計 14,395,604 15,170,517

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 849,662 1,494,439

短期借入金 553,600 575,100

１年内返済予定の長期借入金 735,002 810,004

リース債務 73,404 56,228

未払法人税等 39,754 23,803

未払金 338,722 606,987

その他 428,545 573,828

流動負債合計 3,018,691 4,140,390

固定負債

長期借入金 2,594,998 2,462,495

リース債務 57,090 55,475

繰延税金負債 293,748 395,538

再評価に係る繰延税金負債 204,253 204,253

役員株式給付引当金 15,488 15,488

退職給付に係る負債 642,703 611,680

資産除去債務 7,505 7,505

その他 12,918 16,579

固定負債合計 3,828,707 3,769,018

負債合計 6,847,398 7,909,408

純資産の部

株主資本

資本金 2,295,169 2,295,169

資本剰余金 1,931,556 1,931,556

利益剰余金 2,363,147 1,894,887

自己株式 △188,902 △188,956

株主資本合計 6,400,971 5,932,656

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 593,395 689,164

土地再評価差額金 472,765 472,765

為替換算調整勘定 89,064 172,301

退職給付に係る調整累計額 △7,990 △5,779

その他の包括利益累計額合計 1,147,234 1,328,452

純資産合計 7,548,206 7,261,109

負債純資産合計 14,395,604 15,170,517
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

売上高 7,589,875 10,059,610

売上原価 5,833,530 8,352,382

売上総利益 1,756,344 1,707,227

販売費及び一般管理費 1,821,274 2,023,881

営業損失（△） △64,930 △316,654

営業外収益

受取利息 7,603 7,070

受取配当金 58,154 52,817

助成金収入 19,506 810

為替差益 － 11,287

その他 14,405 6,144

営業外収益合計 99,669 78,130

営業外費用

支払利息 21,770 22,928

為替差損 15,519 －

租税公課 21,155 3,800

その他 9,172 6,024

営業外費用合計 67,617 32,753

経常損失（△） △32,877 △271,277

税金等調整前四半期純損失（△） △32,877 △271,277

法人税等 47,601 106,120

四半期純損失（△） △80,478 △377,398

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △80,478 △377,398

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

四半期純損失（△） △80,478 △377,398

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 201,763 95,769

繰延ヘッジ損益 6,721 －

為替換算調整勘定 △111,281 83,236

退職給付に係る調整額 8,945 2,211

その他の包括利益合計 106,149 181,218

四半期包括利益 25,670 △196,179

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 25,670 △196,179

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、

当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用す

る方法によっております。

（会計方針の変更）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

　なお、当第３四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号  2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。

　なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（追加情報）

（会計上の見積り）

新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積りにおいて、前連結会計年度末時点の仮定から重要な変

更はありません。
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（単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

コンデンサ
製品

ノイズ
・サージ対

策製品

表示・
照明製品

センサ
製品

売上高

外部顧客への売上高 3,336,825 2,907,947 1,064,740 280,362 7,589,875 － 7,589,875

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － － －

計 3,336,825 2,907,947 1,064,740 280,362 7,589,875 － 7,589,875

セグメント利益 208,041 251,091 64,048 35,450 558,631 △623,561 △64,930

（単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

コンデンサ
製品

ノイズ
・サージ対

策製品

表示・
照明製品

センサ
製品

売上高

外部顧客への売上高 4,178,524 3,899,115 1,596,151 385,818 10,059,610 － 10,059,610

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － － －

計 4,178,524 3,899,115 1,596,151 385,818 10,059,610 － 10,059,610

セグメント利益

又は損失（△）
△328,991 379,601 197,407 67,301 315,318 △631,972 △316,654

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額は、報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額は、報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

- 8 -

岡谷電機産業㈱(6926) 2022年３月期 第３四半期決算短信



日本 香港 タイ 中国 その他アジア 北米 その他 計

3,812,022 1,131,820 853,832 702,907 625,846 426,052 37,393 7,589,875

50.2% 14.9% 11.3% 9.3% 8.2% 5.6% 0.5% 100.0%

日本 香港 タイ 中国 その他アジア 北米 その他 計

5,247,722 1,284,446 1,153,922 874,286 795,738 665,875 37,618 10,059,610

52.1% 12.8% 11.5% 8.7% 7.9% 6.6% 0.4% 100.0%

３．補足情報

（１）地域別売上高

前第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

(単位：千円)

(注)１．売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

２．「その他」の区分は、主に欧州であります。

３．比率は構成比であります。

当第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

(単位：千円)

(注)１．売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

２．「その他」の区分は、主に欧州であります。

３．比率は構成比であります。

前第３四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日

至　2020年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日

至　2021年12月31日）

減価償却費 245,480千円 200,571千円

（２）減価償却費

- 9 -

岡谷電機産業㈱(6926) 2022年３月期 第３四半期決算短信


